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研究成果の概要（和文）：本研究では中国青海省に暮らすチベット牧畜民を対象に現地調査を実施し、放牧、家
畜管理、乳・肉・糞の加工、衣食住、民間信仰などの様々な分野に関する聞き取り調査を行った。成果は共同編
集データベースを用いて『チベット牧畜文化辞典』（パイロット版）にまとめ、PDF版、オンライン版、iOSアプ
リ版という3つの形態で発表した。項目数は3,500にのぼり、チベット語表記、音声データと音韻表記、日・英・
中の3言語による解説を掲載し、ふんだんな写真や図版で解説を補完した。辞典とは別に『チベット牧畜民の一
日』という映像作品も完成させ、マルチメディアによるチベット牧畜文化の記録を達成することができた。

研究成果の概要（英文）：In this project, we carried out fieldwork on the language and culture of 
Tibetan pastoralists living in Qinghai, China. We collected data on their cultural knowledge of 
their pastoral life, including pasturage, livestock management, milk and meat processing, food, 
clothing, housing, and folk religion. We constructed a co-authoring database for compiling a 
dictionary based on the records accumulated during our fieldwork, and we succeeded in compiling the 
Dictionary of Tibetan Pastoralism (pilot version), which includes 3,500 lemmas with 
Japanese-English-Chinese translation and speech sounds by a native speaker with phonetic notations. 
A large number of photos, illustrations, and notes were also added to supplement the explanations. 
The dictionary is published in PDF, web, and iOS versions (see http://nomadic.aa-ken.jp). We also 
made a documentary film titled A Day in the Life of Tibetan Pastoralists as an additional multimedia
 record of the culture of Tibetan pastoralists.

研究分野：言語学
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１．研究開始当初の背景	
	 中国では 2000 年代より三大河川（黄河、長
江、メコン川）の水源区の環境保全を目的と
した「三江源生態移民政策」が実施されてき
た。これにより、20 万人を超える数のチベッ
ト牧畜民が都市部近郊の集中居住区への移住
を余儀なくされた。結果的に牧畜民は草原と
切り離され、彼らが草原での家畜放牧を通じ
て長い年月をかけて身体の内側に育んできた
環境を読み込む力とそれに基づく文化的基盤
を失いつつある。	
	 この状況下でチベットの牧畜文化を支えて
きた牧畜語彙は衰退し、若者に継承されなく
なっている。現地では危機意識が高まってお
り、伝統的知識とチベット語の継承を目的と
した草の根の民間団体が活動を行っている。	
	 チベット研究を長く進めてきた代表者と分
担者らは、チベット文化における牧畜文化の
重要性とその記述の緊急性に鑑み、牧畜語彙
の網羅的な調査・研究に着手することとした。	
	
２．研究の目的	
(1)	チベットの牧畜民が家畜放牧を通じて生
活の中で育んできた生活知を明らかにする。	
(2)	得られたデータを研究のために活用する
だけでなく、チベットの牧畜民が将来的に活
用できるような辞典を実験的に作る。	
	
３．研究の方法	
(1)	チベットの牧畜民が家畜放牧を通じて生
活の中で育んできた生活知を明らかにするた
めに、主に 4 つの観点について独自の調査票
を作成し、それに基づき現地調査を実施する
という手法をとる。4つの観点とは、①放牧と
家畜管理、②乳加工と畜産物生産、③衣食住
に関する生活知、④家畜に関わる宗教文化で
ある。	
	 現地調査は研究協力者のナムタルジャのコ
ーディネートにより、中国青海省黄南チベッ
ト族自治州ツェコ県で実施することとした。
この地域は三江源生態移民政策の対象地域で
ありながら、いまだ牧畜が一部地域で行われ
ていることから調査地として選定した。	

図 1 青海省の東端に位置する調査地 

	
	 実際の調査は、言語学、人類学、牧野生態
学、宗教学、歴史学などを専門とする学際的
な研究チームで進め、専門的な知見を現地調
査の段階で活用できるよう努めた。	

(2)	牧畜民が将来的に活用できる辞典とする
ため、そして成果を様々な専門分野の研究に
も活用できるようにするために、複数種類の
辞典デザインを開発する。	
	 それを可能にするために、共同編集可能な
データベースを構築し、そこにすべての調査
データを集積する仕組みを開発する。	
	
４．研究成果	
(1)	『チベット牧畜文化辞典』（パイロット版）	
	 2015 年の 8 月、2016 年の 2 月、8 月、2017
年の 8 月に 4 回の現地調査を実施し、上述の
4 つの観点に基づく生活知の調査を実施し、
そこで得られた情報を後述の共同編集データ
ベースに集積し、最終的に日本語・英語・中国
語による語釈、および音声、写真、図版の照合
などの作業を行い、約 3,500 項目の辞典とし
てまとめあげた。全ての項目は 28 のカテゴリ
ーに分類し、さらにすべての項目に対し、全
体で 400 にのぼるタグを付与し、シソーラス
的な機能をもたせている。成果である辞典は、
PDF による冊子版、オンライン版、iOS アプリ
版という 3 つの形態で公開した。アプリを作
成したのは、現地でスマートフォンが爆発的
に普及しているためである。英語訳と中国語
訳については、それぞれ約 2,000 項目分、約
800 項目分と、まだ部分的ではあるが、4言語
対照で公開することができた。ウェブサイト
の説明は日・英・チベット語対照とした。	
	

図 2 チベット牧畜文化辞典のトップページ 

	
図 3  PDF 版の紙面と iOS 版の画面（右端） 

	
(2)	牧畜民の生活知に関する調査研究	
	 上述の 4 つの観点に基づく現地調査により、



明らかになったことは、様々な形で論考にま
とめた。	
①	 放牧と家畜管理 
	 放牧地の地形・天候に関する語彙について
は、研究協力者のナムタルジャと山口が調査
を担当し、その成果をまとめた〔論文⑫〕。	
	 また、家畜管理において重要な役割を果た
す家畜の認識語彙については分担者の海老原
がヤクを中心に調査を担当し、毛色、大きさ、
年齢、性別、性格の特徴などによって名称を
表し分けている様を明らかにし、論考にまと
め〔論文④〕、国際学会でも発表した〔発表②
⑧〕。	
	 なお、地形・天候に関する語彙は 331 項目、
家畜管理の語彙は 477 項目を収集し、辞典に
収録した。	
②	 乳加工と畜産物生産 
	 乳加工については分担者の平田が中心とな
って調査を行った。ユーラシアの他の地域と
比較することで、青海チベット牧畜民の乳加
工の特徴を明らかにした〔論文⑭⑲〕。また、
平田はこの成果を国際チベット学会など、
様々な学会で発表した〔発表③〕。搾乳方法に
ついては映像作品『チベット牧畜民の一日』
に詳細に記録した〔その他②〕。	
	 畜産物生産については、屠畜・解体の方法
について、研究協力者の小川が中心となって
調査を行った。青海チベット牧畜民の屠畜・
解体においては、屠畜の手法が欧米やイスラ
ーム世界などで行われている喉を割く方式と
異なり、窒息法をとっていること、肉の解体
の仕方と切り分けた肉の名称についても文化
的特徴が見られることなどを明らかにした
〔論文①〕。	
	 また、家畜の糞の利用法についてはナムタ
ルジャが調査し、季節ごとに糞の特徴とその
活用方法の違いや、名称などについて論考を
著した。さらに、燃料糞加工のプロセスにつ
いては星が調査し、各種の加工方法の詳細と
その名称についてまとめた〔論文⑮〕。燃料糞
の加工の様子については映像作品に詳細に記
録した〔その他②〕。	
	 なお、乳加工については 159 項目、屠畜・
解体については 135 項目、これに関連して食
肉と部位名称については 268 項目、糞に関し
ては 68 項目を収集し、辞典に収録した。	
③	 衣食住に関する生活知 
	 服飾文化については、分担者の別所が、仔
羊の毛皮を用いた民族衣装について調査を行
い、作り方、素材の変化、装飾品の変化などを
調査した〔論文⑩〕〔発表⑤〕。	
	 食文化に関しては、ミルク、バター、チー
ズ、ヨーグルトなどを用いた料理についての
調査を平田が、肉料理については小川が調査
を実施した。ミルクを使った料理、肉料理な
どについても映像で記録を残した。	
	 住文化に関しては、テントとかまどに関す
る調査を行った。海老原はテントの種類とそ
の名称についてまとめ〔論文⑱〕、星はかまど
の種類やかまどの各部位の名称について調査

した〔論文⑯〕。	
	 なお、服飾文化は 107 項目、食文化は 293
項目、住文化は 208 項目を収集し、辞典に収
録した。	
④	 牧畜民の宗教文化 
	 牧畜民の宗教文化、特に民間信仰の面では
別所が中心となって調査を行った〔論文⑨⑬〕。
放生（ツェタル）に関する研究は研究協力者
の津曲とナムタルジャが行った。また、牧畜
民の結婚式については海老原が実地調査と文
献調査にもとづく報告をまとめた〔論文⑧〕。
通過儀礼である幼児の髪切り式については別
所が調査報告をまとめた〔論文⑪〕。その他、
山神信仰の儀礼にかかわる日常的なものは映
像作品に記録した〔その他②〕。	
	 なお、宗教文化については 489 項目を収集
し、辞典に収録した。	
	
(3)	青海チベットの牧畜社会で始まっている
イノベーションに関する調査研究	
	 上述の調査を行う過程で、当初は予定して
いなかった様々な出会いがあった。それが都
市部に移住した元牧畜民が起こしているロー
カルなイノベーションである。現在もまだ牧
畜に従事している牧畜民と、都市に移住した
元牧畜民の両方を視野に入れ、それぞれの生
活の質（Quality	of	Life）を上げることを目
的として、自主的に行われている活動である。	
	 概況については別所がまとめ、特に燃料糞
の新しい加工方法の技術革新を目指す起業家
について報告した〔論文⑦〕。また、都市部で
暮らす元牧畜民のバター加工を支えるための
技術革新については星が調査報告をまとめた
〔論文③〕。また、エコツーリズムの新しい動
きについては海老原が報告した〔論文⑤〕。	
	 これらについては国際チベット学会および
日本チベット学会でも発表し、大きな反響が
あった〔発表④⑤⑥〕。	
	
(4)	調査項目リストと調査シート	
	 上記の調査を遂行するために初年度に、分
担して作成した調査項目リストと、実際に調
査で用いる調査シートも重要な成果の一つで
ある。地形・天候、家畜の名称、乳加工、畜産
物生産、糞の名称と加工、服飾文化、住文化、
宗教文化などについて調査項目を事前に準備
し、現地調査に赴いた。それらの記録は調査
者自身が自らのフィールドノートに記録する
のみならず、統一した調査シートに記録を集
積するようにした。	
	 調査前に作成したリストは、十分に活用す
ることができたが、調査を経た結果、現地の
事情に合わせて項目の増減が必要であること
が明らかとなった。今後同様の調査を別の地
域で展開するにあたっては、本研究の結果を
反映させた、新たなリストを作成することが
今後の課題である。	
	
(5)	共同編集データベースの構築	
	 代表者と分担者、研究協力者は共同で現地



調査を行い、年に 3 回以上の研究会を行いな
がら研究を進めてきたが、それぞれの活動拠
点が離れているため、遠隔地でも共同研究や
辞典の執筆を進めることができるよう、代表
者の星が中心となって共同編集データベース
を構築し、以下の①から⑥の作業に活用した。	
	
①調査シートの集積：4 回の現地調査で集積
した調査シートは 2,000 枚を超える。これら
をいつでも参照できるよう、ID をつけてデー
タベースに格納し、その記述を電子テキスト
化した。この記述を後の辞典の母体とした。	
②調査で撮影した写真の集積：撮影した 3 万
枚近くの写真は、写真専用のデータベースを
構築し、各写真にタグ付けができるようにし、
さらに検索機能もつけた。	
③辞典項目の執筆と分類・タグ付け：すべて
の辞典項目は山口が牧畜文化の全体像を捉え
るべく考案した 28 の大分類に振り分けた。さ
らにより細かく項目をグループ化するために、
星と海老原が中心となって 400 種類のタグを
付与した。調査シートから転記したデータを
辞典項目の記述として整えていくにあたって
は、星が執筆を担当した。執筆はすべてデー
タベース上で進め、記述内容の検証において
は、28 の分類を活用して分担者、研究協力者
が分担してフィードバックを行った。	
④写真の選定と解説の執筆：本研究では、青
海チベットの牧畜文化を十分に伝えるため、
写真を活用することを柱としていた。辞典項
目を説明するに足る写真を写真専用データベ
ースから選定し、共同編集データベースとの
紐づけを進めた。これらの写真と合わせて必
要な解説の執筆も行った。	
⑤各言語への翻訳：辞典はチベット語・日本
語・英語・中国語の 4 言語対照とすることを
当初から目標としており、これを実現するた
めに共同編集データベースに翻訳のフィール
ドを設置し、日本語訳が確定した後に、英語
訳を海老原が、中国語訳は研究協力者のナム
タルジャと岩田が担当し、同時進行で翻訳を
進めた。	
⑥音声データの登録と音韻表記の記述：辞典
項目が確定した段階で、現地出身のナムタル
ジャの発音を星と海老原が録音し、すべての
音声データを辞典に登録した後、星が音韻分
析を行い、全項目に音韻表記を付した。	
	
(6)	映像作品『チベット牧畜民の一日』	
	 本研究では、牧畜文化を余すことなく記録
するために、写真・図版・音声・動画などをふ
んだんに活用したマルチメディア辞典を編纂
するという目標を掲げていた。このうち動画
については情報量が多く、伝達力が極めて高
いことから、とりわけ現地で本研究の成果が
活用される際に極めて重要になると考え、現
地の映像作家のカシャムジャ氏とともに共同
制作を行った。	
	 撮影は 2015 年 8 月に行った。牧畜民の一日
の暮らしを理解できるよう、18 の場面に分け

て撮影し、『チベット牧畜民の一日』（2017 年,	
100 分,	日本語・英語字幕付き）の映像作品と
してまとめた。	
	 当初辞典に添付する DVD に収録することを
意図していたが、調査協力者との協議により、
DVD の流通に伴う動画のネット流出のリスク
があり、それにより調査協力者が受ける被害
の可能性について考慮した結果、辞典の付録
としての DVD 頒布は取りやめた。	
	 頒布しない代わりに、一般向け、あるいは
学術的な場での解説付き上映活動を進めるこ
ととし、2016 年度には 3 回、2017 年度には 7
回の解説付き上映会を実施し、好評を博した。	
	
(7)	牧畜文化のイラスト描き起こし	
	 辞典に動画を収録できなくなったため、イ
ラストによる表現に力点を置くことにした。
漫画家の蔵西氏の協力を得て、写真や動画な
どの資料に基づいたイラスト描き起こしを進
めた。動画に頼らずとも、イラストによって
作業プロセスを提示することができた。この
ことは、外国人の理解を助けるのみならず、
都市部で育ったチベット人の若い世代に文化
を伝えるためにも有効であるとして、現地で
は本研究で制作したイラストを幼児教育に活
用したいという打診も受けている。	
	
(8)	企画展と国際シンポジウムの実施	
	 2017 年 2 月から 3月にかけて東京外国語大
学アジア・アフリカ言語文化研究所において
「チベット牧畜民の仕事展」を実施し、25 枚
の解説パネルと現地調査で収集した牧畜民の
日用品や生産品を展示した〔その他④〕。好評
につき、同年中に 3 箇所で巡回展を実施する
こととなった〔その他③〕。期間中は『チベッ
ト牧畜民の一日』を常時上映し、500 人以上の
来場者を集めた。	
	 また、2017 年 2 月には青海師範大学のジャ
ブ氏ら 3 名を招へいし、本研究の代表者、分
担者、研究協力者が全員集合する形で国際シ
ンポジウム「牧畜民の「今」を記録する」を 2
日間にわたって開催し、日本側、チベット側
が様々なテーマで発表を行い、研究者、一般
参加者を含む多くの来場者を集めた。	
	 2018 年 3 月には公開ワークショップ「『チ
ベット牧畜文化辞典』の未来を語る」を開催
し、本研究の 3 年間の歩みを振り返るととも
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